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第３章 小中学生調査結果 

１ 自身のことについて 

（１）性別 

 

問１ あなたの性別を教えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別については、小学５年生、中学２年生ともに「男」と「女」はほぼ同じ割合となっていま

す。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、大きな違いは見られませんでした。 

 

  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397)

ｎ

49.6 50.4

0.0

(%)(%)
50.1 49.9

0.0

男 女 無

回

答
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２ 食生活について 

（１）食事の時間が楽しいか 

 

問２ 食事の時間が楽しいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事の時間が楽しいかについては、小学５年生は「とても楽しい」が 30.3％と中学２年に比べ

やや多く、「楽しい」（27.8％）と合わせた“楽しい”は 58.1％となっています。中学２年生は「楽

しい」が 33.2％と小学５年生に比べやや多く、「とても楽しい」（26.2％）と合わせた“楽しい”

は 59.4％となっています。 

朝食をいっしょに食べる人別で見ると、家族で食べる人は「とても楽しい」が 37.4％と他に比

べ多く、ひとりで食べる人、兄弟姉妹と食べる人は「ふつう」が約４割と最も多くなっています。 

夕食をいっしょに食べる人別で見ると、家族で食べる人は「とても楽しい」が 29.8％と他に比

べ多く、ひとりで食べる人は「ふつう」が 47.6％と他に比べ多くなっています。 

 

【朝食をいっしょに食べる人・夕食をいっしょに食べる人別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　上段：件数
　　　　下段：％

調
査
数

と
て
も
楽
し

い

楽
し
い

ふ
つ
う

楽
し
く
な
い

無
回
答

全  体 1,058 304 316 416 22 0
 100.0 28.7 29.9 39.3 2.1 0.0
問６　朝食をいっしょに食べる人
ひとりで食べる 367 84 105 167 11 0
 100.0 22.9 28.6 45.5 3.0 0.0
兄弟姉妹と食べる 320 83 103 131 3 0

 100.0 25.9 32.2 40.9 0.9 0.0
家族で食べる 366 137 107 115 7 0
 100.0 37.4 29.2 31.4 1.9 0.0
問７　夕食をいっしょに食べる人
ひとりで食べる 63 11 18 30 4 0
 100.0 17.5 28.6 47.6 6.3 0.0
兄弟姉妹と食べる 78 19 26 32 1 0
 100.0 24.4 33.3 41.0 1.3 0.0
家族で食べる 916 273 272 354 17 0
 100.0 29.8 29.7 38.6 1.9 0.0

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 26.2 33.2 38.3

2.3 0.0

(%)
ｎ

30.3 27.8 39.9

2.0 0.0

(%)

と

て

も

楽

し

い

楽

し

い

ふ

つ

う

楽

し

く

な

い

無

回

答
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（２）朝食の摂取状況 

 

問３ あなたは朝食を食べていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食の摂取状況については、小学５年生は「ほとんど毎日食べる」が 84.6％と中学２年生に比

べ多くなっています。中学２年生は「ほとんど毎日食べる」が 76.1％となっているものの、「週

４～５日食べる」（11.6％）、「週２～３日食べる」（5.3％）、「ほとんど食べない」（7.1％）のいず

れの項目も小学５年生より多くなっています。 

朝食をいっしょに食べる人別で見ると、ひとりで食べる人は「ほとんど毎日食べる」が他に比

べ 10 ポイント以上下回っています。 

平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間別で見ると、午後 10 時ごろまでに就寝している人

は「ほとんど毎日食べる」が８割以上と多く、就寝時間が遅くなるに従って少なくなっています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」は小学５年生が 6.3 ポイント、中学２年生が

7.8 ポイント減少し、「ほとんど食べない」は小学５年生が 1.7 ポイント、中学２年生が 1.0 ポイ

ント増加しています。  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 76.1 11.6 5.3 7.1

0.0

(%)
ｎ

84.6 8.2

2.4

4.8

0.0

(%)

ほ

と

ん

ど

毎

日

食

べ

る

週

４
～

５

日

食

べ

る 週

２
～

３

日

食

べ

る ほ

と

ん

ど

食

べ

な

い 無

回

答
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【朝食をいっしょに食べる人・平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　上段：件数
　　　　下段：％

調
査
数

ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ
る

週
４
～

５
日
食
べ
る

週
２
～

３
日
食
べ
る

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

無
回
答

全  体 1,058 861 100 37 60 0
 100.0 81.4 9.5 3.5 5.7 0.0
問６　朝食をいっしょに食べる人
ひとりで食べる 367 257 49 26 35 0
 100.0 70.0 13.4 7.1 9.5 0.0
兄弟姉妹と食べる 320 278 27 6 9 0
 100.0 86.9 8.4 1.9 2.8 0.0
家族で食べる 366 326 24 5 11 0
 100.0 89.1 6.6 1.4 3.0 0.0
問９　平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間    
午後８時ごろ 30 26 2 0 2 0
 100.0 86.7 6.7 0.0 6.7 0.0
午後９時ごろ 253 227 14 6 6 0
 100.0 89.7 5.5 2.4 2.4 0.0
午後１０時ごろ 373 318 30 11 14 0
 100.0 85.3 8.0 2.9 3.8 0.0
午後１１時ごろ 218 167 27 10 14 0
 100.0 76.6 12.4 4.6 6.4 0.0
午前０時ごろ 116 80 18 7 11 0
 100.0 69.0 15.5 6.0 9.5 0.0
午前１時ごろ 35 23 4 3 5 0
 100.0 65.7 11.4 8.6 14.3 0.0
午前１時すぎ 26 13 5 0 8 0
 100.0 50.0 19.2 0.0 30.8 0.0
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（３）朝食を食べない理由 

 

問４ 朝食を食べない理由は何ですか 

（問３で「週２～３日食べる」「ほとんど食べない」と回答した人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を食べない理由については、小学５年生は「時間がない」が 33.3％と最も多く、以下「食

欲がない」（27.1％）、「食べる習慣がない」（16.7％）となっています。一方、中学２年生は「食

欲がない」が 51.0％と最も多く、小学５年生より 23.9 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「食欲がない」が 22.9 ポイント減少し、「時間がない」

が 3.9 ポイント、「食べる習慣がない」が 7.9 ポイント増加しています。中学２年生は「時間が

ない」が 8.3 ポイント減少しています。 

 

  

小学５年生 (48)

中学２年生 (49) 51.0 26.5 12.2

2.0

4.1 4.1

0.0

(%)ｎ

27.1 33.3 16.7 4.2 8.3 10.4

0.0

(%)

食
欲

が
な
い

時
間

が
な
い

食
べ

る
習
慣

が
な
い

準
備

さ
れ
て

い
な
い

太
り

た
く
な

い

そ
の

他

無
回

答
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（４）朝食で食べているもの 

 

問５ どのようなものをよく食べていますか 

（問３で「ほとんど毎日食べる」「週４～５日食べる」と回答した人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食で食べているものについては、小学５年生、中学２年生ともに「主食」が９割半ばと最も

多く、以下「汁物や飲み物」（小５：72.8％、中２：73.9％）、「主菜」（小５：63.9％、中２：63.2％）、

「副菜」（小５：35.1％、中２：32.2％）、となっています。 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「主菜」が 6.8 ポイント、「汁物や飲み物」が 8.1 ポイ

ント減少しています。中学２年生は「副菜」が 5.6 ポイント増加し、「汁物や飲み物」が 6.3 ポ

イント減少しています。 

  

主食

主菜

副菜

汁物や飲み物

その他

無回答

96.9

63.9

35.1

72.8

45.5

1.1

96.0

63.2

32.2

73.9

44.8

0.6

0 20 40 60 80 100

小学5年生 n=(613)  

中学2年生 n=(348)  

(%)
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（５）朝食をいっしょに食べる人 

 

問６ 朝食をだれといっしょに食べることが多いですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食をいっしょに食べる人については、小学５年生は「家族で食べる」が 38.4％と最も多く、

中学２年生より 10.2 ポイント上回っています。中学２年生は「ひとりで食べる」が 46.1％と最

も多く、小学５年生より 18.3ポイント上回っています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、「ひとりで食べる」は小学５年生が 2.4ポイント、中学２年生が 1.4ポ

イント増加しています。 

 

 

 

  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 46.1 24.9 28.2

0.8

(%)ｎ

27.8 33.4 38.4

0.3

(%)

ひ
と

り
で
食

べ
る

兄
弟

姉
妹
と

食
べ
る

家
族

で
食
べ

る

無
回

答
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（６）夕食をいっしょに食べる人 

 

問７ 夕食をだれといっしょに食べることが多いですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食をいっしょに食べる人については、小学５年生、中学２年生ともに「家族で食べる」が８

割半ばと最も多く、「ひとりで食べる」は１割未満に留まっています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、「ひとりで食べる」は小学５年生が 2.2 ポイント増加し、中学２年生

が 2.0ポイント減少しています。 

 

  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 7.8 7.6 84.4

0.3

(%)ｎ

4.8 7.3 87.9

0.0

(%)

ひ
と

り
で
食

べ
る

兄
弟

姉
妹
と

食
べ
る

家
族

で
食
べ

る

無
回

答
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（７）夕食を食べる時間 

 

問８ 夕食は何時ごろに食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食を食べる時間については、小学５年生、中学２年生ともに「午後６時から午後７時の間」

が約半数と最も多くなっています。小学５年生は「午後６時前」が 23.4％と中学２年生より 9.3

ポイント上回っています。中学２年生は「午後７時から午後８時の間」が 27.5％と小学５年生よ

り 6.6ポイント上回っています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「午後６時前」が 5.0 ポイント増加しています。中学２

年生は「午後６時から午後７時の間」が 4.6 ポイント減少し、「午後７時から午後８時の間」が

1.9 ポイント、「午後８時から午後９時の間」が 2.7ポイント増加しています。 

 

  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 14.1 51.4 27.5 5.3

1.5 0.3

(%)ｎ

23.4 51.0 20.9 3.3

1.1 0.3

(%)

午
後

６
時
前

午
後

６
時
か

ら
午
後

７
時

の
間

午
後

７
時
か

ら
午
後

８
時

の
間

午
後

８
時
か

ら
午
後

９
時

の
間

午
後

９
時
す

ぎ

無
回

答
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３ 就寝時間について 

（１）平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間 

 

問９ 平日（ふだんの授業のある日）はだいたい夜何時ごろに寝ますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間については、小学５年生は「午後１０時ごろ」が 42.5％

と最も多く、以下「午後９時ごろ」（36.2％）、「午後１１時ごろ」（10.6％）となっています。中

学２年生は「午後１１時ごろ」が 37.3％と最も多く、以下「午後１０時ごろ」（23.2％）、「午前

０時ごろ」（22.7％）と、就寝時間は中学２年生の方が遅くなっています。 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「午後１０時ごろ」が 6.7 ポイント減少し、「午後１１

時ごろ」が 2.6 ポイント、「午前０時ごろ」が 2.5 ポイント増加しています。中学２年生は「午

後１１時ごろ」が 5.0 ポイント減少し、「午前０時ごろ」が 2.7 ポイント、「午前１時ごろ」が 3.7

ポイント増加しています。  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397)

1.0

3.5 23.2 37.3 22.7 7.6 4.8

0.0

(%)ｎ

3.9 36.2 42.5 10.6 3.9

0.81.1 1.1

(%)

午
後

８
時
ご

ろ

午
後

９
時
ご

ろ

午
後

１
０
時

ご
ろ

午
後

１
１
時

ご
ろ

午
前

０
時
ご

ろ

午
前

１
時
ご

ろ

午
前

１
時
す

ぎ

無
回

答
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４ 食事について 

（１）甘い飲み物の摂取状況 

 

問 10 水・お茶類以外の甘い飲み物を飲みますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甘い飲み物の摂取状況については、小学５年生、中学２年生ともに「週３～４回飲む」（小５：

32.5％、中２：29.2％）が最も多く、小学５年生は以下「週１～２回飲む」（26.9％）となってい

ます。中学２年生は「毎日飲む」が 28.5％と小学５年生に比べやや多くなっています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「毎日飲む」が 8.9 ポイント減少し、「週１～２回飲む」

が 4.9ポイント増加しています。中学２年生は「毎日飲む」が 8.8ポイント、「週３～４回飲む」

が 4.2ポイント減少し、「週１～２回飲む」が 9.1 ポイント増加しています。 

 

 

  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397) 28.5 29.2 28.2 13.9

0.3

(%)
ｎ

23.9 32.5 26.9 16.5

0.2

(%)

毎
日

飲
む

週
３
～

４
回

飲
む

週
１
～

２
回

飲
む

ほ
と

ん
ど
飲

ま
な
い

無
回

答
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（２）インスタント食品やファストフードの摂取状況 

 

問 11 インスタント食品やファストフードをどのくらい食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インスタント食品やファストフードの摂取状況については、小学５年生は「ほとんど食べない」

が 39.8％と中学２年生より 11.8 ポイント上回っています。一方、中学２年生は「週２～５回食

べる」が 62.7％と小学５年生より 14.3ポイント上回っています。 

 

 

 

 

＜前回調査（平成 29年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査と比較すると、小学５年生は「ほとんど毎日１回は食べる」が 1.5 ポイント、「週２

～５回食べる」が 4.1 ポイント増加し、「ほとんど食べない」が 5.6 ポイント減少しています。

中学２年生の比率はほぼ同様となっています。  

小学５年生 (661)

中学２年生 (397)

1.3

7.8 62.7 28.0

0.3

(%)
ｎ

2.7

9.1 48.4 39.8

0.0

(%)

ほ
と

ん
ど
毎

日
２
回

以
上

食
べ
る

ほ
と

ん
ど
毎

日
１
回

は
食

べ
る

週
２
～

５
回

食
べ
る

ほ
と

ん
ど
食

べ
な
い

無
回

答
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第４章 計画の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 計画の達成状況 

94 

第４章 計画の達成状況 

１ 計画の達成状況 

 

 

◎ 目標達成 11 

〇 改善（Ｈ29 実績値と目標値の差の６割以上の改善） 0 

↗ 改善傾向（Ｈ29 実績値と目標値の差の３割以上６割未満の改善） 0 

→ ほぼ変化なし（↗と↘の間の値） 2 

↘ 悪化傾向（Ｈ29 実績値と目標値の差の３割以上の悪化） 7 

－ 評価不能  ※設問内容変更のため 5 

 

対

象 
行動指針 指標 

３期実績 

（Ｈ29） 

実績 

（Ｒ４） 

達成 

状況 

３期 

目標値 

（Ｒ５） 

１ 食習慣と健康 目標：生活リズムを整え、栄養バランスを考えた食事をしよう 

学
童
・ 

思
春
期 

朝ごはんを食べよ

う 

毎日朝ごはんを食べる子の

割合を増やす 

小 5 90.9％ 

中 2 83.9％ 

84.6％ 

76.1％ 

↘ 

↘ 

94.0％ 

87.0％ 

青
年
期 

毎日の活動に見合

った食事をしよう 

自分の食事の適量をわかる

人を増やす 

20～29 歳 56.5％ 

30～39 歳 56.8％ 

61.1％ 

59.3％ 

◎ 

◎ 

57.6％ 

57.9％ 

野菜や海藻を毎食食べる人

の割合を増やす 

20～29 歳 18.5％ 

30～39 歳 25.3％ 

22.2％ 

22.2％ 

◎ 

↘ 

18.9％ 

25.8％ 

水・お茶以外の甘い飲み物を

毎日飲む人の割合を減らす 

20～29 歳 39.1％ 

30～39 歳 34.2％ 

28.9％ 

29.9％ 

◎ 

◎ 

38.3％ 

33.5％ 

壮
年
期 

毎日の活動に見合

った食事をしよう 

自分の食事の適量をわかる

人を増やす 

40～49 歳 57.7％ 

50～59 歳 67.0％ 

60～64 歳 73.3％ 

65.9％ 

71.3％ 

71.3％ 

◎ 

◎ 

↘ 

58.9％ 

68.3％ 

74.8％ 

野菜や海藻を毎食食べる人

の割合を増やす 

40～49 歳 24.0％ 

50～59 歳 28.8％ 

60～64 歳 23.8％ 

28.3％ 

23.3％ 

26.7％ 

◎ 

↘ 

◎ 

24.5％ 

29.4％ 

24.3％ 

水・お茶以外の甘い飲み物を

毎日飲む人の割合を減らす 

40～49 歳 28.1％ 

50～59 歳 25.8％ 

60～64 歳 25.0％ 

29.6％ 

24.0％ 

23.1％ 

↘ 

◎ 

◎ 

27.5％ 

25.3％ 

24.5％ 

２ 食文化の継承 目標：石巻の豊かな食を次世代へ伝えよう 

楽しく食事をしよう 

家族や友人と週１回以上食

事をする人の割合を増やす 
91.0％ 90.5％ → 95.0％ 

朝食を子どもたちだけで食

べる割合を減らす 

小 5 60.5％ 

中 2 70.9％ 

61.2％ 

71.0％ 

↘ 

→ 

59.3％ 

69.5％ 

郷土料理や行事食に親し

み大切にしよう 

郷土料理を食べている人の

割合を増やす 

食べている 

38.6％ 

よく知っていて

食べたことがあ

る・食べている 

63.3％ 

－ 40.5％ 

★設問の改訂 

【H29】地元の郷土料理を食べていますか。２択 

食べている・食べていない 

【R４】問 28 ご自身が生まれ育った地域の郷土料理について知ってい

ますか。４択 

よく知っていて食べたことがある（食べている） 

知っているが、食べたことはない 

知らないが食べたことはあるかもしれない 

知らない 

算出方法 ３期目標値（令和５年）－３期実績（平成 29 年）＝Ａ 

     実績（令和４年）－３期実績（平成 29 年）＝Ｂ     Ｂ÷Ａ 
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対

象 
行動指針 指標 

３期実績 

（Ｈ29） 

実績 

（Ｒ４） 

達成状

況 

３期 

目標値 

（Ｒ５） 

３ 地産地消 目標：石巻の豊かな食を知り、みんなで味わおう 

地場産物を活用しよう 

産地表示をいつも見て購入

している人の割合を増やす 
農産物 41.2％ 69.7％ 

－ 43.3％ 

★設問の改訂 

【H29】農産物は産地の表示を見て購入しますか。 

 

【R４】問 31 産地や生産者（石巻産・宮城県産等の地元食材）を意識

して食品を選んでいますか。４択 

いつも選んでいる   時々選んでいる 

あまり選んでいない  まったく選んでいない 

４ 食の安全・安心 目標：石巻の安全・安心な食生活を実現しよう 

食品、食材を選択する力

を身につけよう 

賞味期限、添加物の表示を見

て購入する人を増やす 

賞味期限 78.3％ 

添加物 16.4％ 

 

 

－ 

－ 

82.2％ 

17.2％ 

★設問の改訂 

【H29】賞味期限（消費期限）の表示を見て購入していますか。 

食品添加物の表示を見て購入していますか。３択 

いつも見て購入している 

時々見て購入している 

ほとんど見ない 

 

【R４】問 34 日頃から環境に配慮した食品（農産物・水産物等）を選

んでいますか。４択 

いつも選んでいる   時々選んでいる 

あまり選んでいない  まったく選んでいない 

問 35 どのような環境に配慮した食品（農産物・水産物等）を

選んでいますか。※以下抜粋 

環境に配慮したマーク（有機 JAS・水産 ECO ラベル）等 

消費期限が近いなど廃棄される可能性が高いもの 

食品中のカロリーや塩分な

どの栄養成分表示を参考に

している人の割合を増やす 

カロリー・塩分等 

40.9％ 

カロリー・塩分・

糖質オフ 

64.0％ 

－ 42.9％ 

★設問の改訂 

【H29】食品中のカロリー（エネルギー）や塩分などの栄養成分表示を

参考にしますか。３択 

参考にしている 

参考にしていない 

どちらともいえない 

 

【R４】問 11 ふだん外食や食品を買うときに、食品中の「カロリー（エ

ネルギー）」や「塩分カット」、「糖質オフ」などの栄養成分表

示を参考にしていますか。４択 

いつもしている    時々している 

あまりしていない   ほとんどしていない 
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第５章 調査のまとめ 

１ 石巻市食育アンケート調査のまとめ 

 

 

 

 

＜食育への関心について＞ 

○食育への関心度については、「どちらかといえば関心がある」が 47.8％と最も多く、「関心があ

る」（28.8％）と合わせた“関心がある”は 76.6％と、前回調査と比較すると 5.4 ポイント増

加し、関心度は高まっています。また、女性の関心度は 83.5％と男性（65.3％）を大きく上回

っています。 

○食育において関心がある項目については、女性はほとんどの項目で男性を上回り、特に「健康

的な食習慣や栄養バランスに関すること」（86.0％）、「食品の安全性に関すること」（48.6％）、

「食品ロス削減など環境への配慮に関すること」（43.2％）が多く、女性の食育への関心度の高

さがうかがえます。20代、30代は「おいしさや楽しさなど食の豊かさに関すること」が、「地

産地消・地場産物の活用に関すること」や「食品の安全性に関すること」は年代が上がるに従

って関心が高くなっています。 

 

 

＜食生活について＞ 

○朝食の摂取状況については、81.7％が「ほとんど毎日食べる」と回答していますが、年代が下

がるに従って毎日食べる割合は低くなり、60 代は９割台、40～50代は８割台、30代は７割台、

20 代は６割台となっています。さらに、食育への関心がある人とない人でも違いがあり、関心

がある人の８割台に対し、関心がない人は７割台とやや少ない結果です。 

○外食の利用頻度（市販の弁当利用も含む）については、女性より男性の利用頻度が高く、「週２

～５回利用する」（38.8％）は女性を 7.5ポイント上回っています。また、20 代は週２回以上、

30 代は週２回以上が 50.3％と利用頻度が最も高くなっています。 

○市販の総菜の利用頻度については、男性、女性ともに「週２～５回食べる」が４割台と最も多

くなっていますが、男性は毎日１回以上食べる人が 14.7％と女性（7.7％）を７ポイント上回

っています。また、30代は他の年代に比べ総菜の利用頻度は高く、外食の利用頻度も高いこと

からライフステージが関係していることが伺えます。 

●外食や食品購入時に栄養成分表示を参考にしているかについては、「時々している」が 46.5％

と最も多く、「いつもしている」（17.5％）と合わせた“している”は 64.0％となっています。

また、女性は“している”が 72.4％と男性（50.7％）を 21.7 ポイント上回っています。年代

が上がるに従って“している”は多くなり、60 歳～64歳では 67.2％となっている一方、20歳

～29 歳では 57.7％に留まっています。食育への関心がある人は“している”が 73.7％と関心

がない人（31.1％）に比べ 42.6ポイント上回っています。  

表記について 

●印は、「第３期石巻市食育推進計画」において指標となっている内容です。 



第５章 調査のまとめ 

99 

○飲食店や食品売り場、食堂等で栄養成分表示を見たことがあるかについては、女性は「ある」

が 65.5％と男性（47.7％）を 17.8ポイント上回っています。60代は「ある」が他の年代に比

べ少なくなっています。食育への関心がある人は「ある」が 65.2％と関心がない人（35.6％）

に比べ 29.6 ポイント上回っています。 

○世帯で非常食を用意しているかについては、「はい」が 59.7％と「いいえ」（34.6％）を上回り、

女性は「はい」が 62.0％と男性（56.4％）を 5.6ポイント上回っています。60代は「はい」が

他の年代に比べやや少なくなっています。食育への関心がある人は「はい」が 63.7％と関心が

ない人（46.7％）に比べ 17.0ポイント上回っています。 

○食に関する情報の入手方法については、「テレビ・ラジオ」や「インターネット」が６割以上と

多く、女性はほとんどの項目で男性を上回り、特に「友人・知人・同僚」、「インターネット」、

「スーパーマーケット等店舗」が上回っています。60 代は「テレビ・ラジオ」、「新聞・雑誌」、

「チラシ等広報物」などメディアを中心に幅広い方法で入手していますが、20～40代は７割以

上が「インターネット」となっています。食育への関心がある人はいずれの項目も関心がない

人を上回っています。 

○食育への関心が高い人ほど、朝食摂取や栄養成分表示を確認し、非常時への備えを行っている

ことが分かり、食育に関する関心度を高める取り組みを充実する必要があります。 

 

 

＜食事について＞ 

●自分の食事の適量については、66.6％が「わかる」と回答し、前回調査と比較すると 4.3 ポイ

ント増加しています。20～30 代は約６割、40 代は６割半ば、50～60 代は７割以上と年代が上

がるに従って多くなっています。さらに、食育への関心がある人は「わかる」が 70.3％と関心

がない人（56.7％）に比べ 13.6ポイント上回っています。 

○食事の量は適量を心がけているかについては、78.4％が「はい」と回答し、20～40 代は７割以

上、50～60 代は８割以上が食事の適量を理解し実践していることが伺えます。 

○食事の時に「主食・主菜・副菜」をそろえて食べているかについては、「１日１回そろえる」が

49.3％と最も多く、前回調査と比較すると「１日３回そろえる」が 1.1 ポイント減少、「１日

２回そろえる」が 1.3 ポイント、「１日１回そろえる」が 9.4 ポイント増加したことから、主

食・主菜・副菜をそろえて食べる頻度は減少していることが伺えます。男性は 67.8％と女性

（75.8％）を 8.0ポイント下回っています。「１日１回そろえる」は、男性、若年層、食育への

関心がない人で多くなっています。 

●野菜や海藻のおかずの摂取状況については、「１日１回食べる」が 31.0％と最も多く、前回調

査と比較すると「毎食食べる」はほぼ同じ割合ですが、「１日２回食べる」が 5.2 ポイント減

少し、「１日１回食べる」が 1.3 ポイント、「週３～４回食べる」が 4.2ポイント増加したこと

から、摂取する回数は減少していることが伺えます。いずれの年代も「１日１回食べる」が最

も多く、「毎食食べる」は２割台に留まっています。さらに、食育への関心がある人においても

「毎食食べる」は２割台に留まっています。 
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○毎日の野菜料理（１日５皿、３５０ｇ）の摂取状況については、「するつもりはあるが自信がな

い」が 52.5％と最も多く、以下「するつもりがあり頑張ればできる」（26.0％）、「するつもり

がない（できない）」（12.3％）、「既にできている」（8.5％）となっており、自信がない人や頑

張ればできる人が気軽に野菜を摂ろうと思えるようなきっかけ作りや継続していくための支

援が重要です。 

○魚のおかずの摂取状況については、「週１～２回食べる」が 50.1％と最も多く、「ほとんど毎日

食べる」は 4.0％と前回調査と比較すると、1.4 ポイント減少しています。20～50 代は週１～

２回、60代は週１～４回食べる人が多くなっています。 

○減塩の実践については、「するつもりはあるが自信がない」が 38.9％と最も多く、「既にできて

いる」は 17.3％となっており、いずれの年代も「既にできている」は１～２割台に留まってい

ます。さらに、食育への関心がある人においても「既にできている」は約２割に留まっており、

減塩の難しさが表れています。塩分の摂りすぎは高血圧になるリスクを高めることから、手軽

な減塩方法や飲食店とのタイアップなど情報発信を進め、減塩の実践者を増やしていく取り組

みが重要です。 

○ゆっくりよく噛んで食事しているかについては、男性、女性ともに「いいえ」が５割以上とな

っています。20代と 60代は「はい」と「いいえ」が半々となっていますが、30～50代は「い

いえ」が６割程度と多く、ライフステージにより違うことが伺えます。 

●甘い飲み物の摂取状況については、「毎日飲む」が 27.1％と、前回調査と比較すると 1.8 ポイ

ント減少しているものの、「週１～２回飲む」、「週３～４回飲む」は増加しています。さらに、

男性は 37.1％が「毎日飲む」と回答しています。20 代は週３回以上飲む人が 56.7％と多いこ

とから、引き続き、糖分を含む飲み物の摂りすぎによる肥満傾向や糖尿病のリスクを高めるこ

との周知が重要です。 

●家族や友人との食事の頻度については、「ほとんど毎日」が 75.3％と最も多く、前回調査とほ

ぼ同じ割合となっていますが、「ほとんどしない」は 2.6 ポイント増加し、60 代が他の年代に

比べやや高いことからコロナ禍による会食や外出自粛などの影響が伺えます。 

○新型コロナウイルス感染拡大前との変化については、『②自宅で食事を食べる回数』（33.1％）、

『④自宅で料理を作る回数』（24.1％）は「増えた」が他の項目に比べ多く、『①栄養バランス

の取れた食事』、『⑦規則正しい生活リズム』は「変わらない」が８割以上となっており、自宅

で過ごす回数が増えていることが伺えます。また、20～30 代は『①栄養バランスの取れた食

事』、『②自宅で食事を食べる回数』、『③家族と食事を食べる回数』、『④自宅で料理を作る回数』

の項目で「増えた」と回答している人が見られ、コロナ禍によってできた時間の余裕が食の実

践への良い影響につながったと考えられます。 
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＜食文化の継承と地産地消について＞ 

●自身が生まれ育った地域の郷土料理、伝統料理の認知状況については、「よく知っていて食べ

たことがある（食べている）」が 63.3％と最も多く、「知っているが、食べたことはない」（5.8％）

と合わせた“知っている”は 69.1％となっています。女性は“知っている”が 72.9％と男性

（63.7％）を 9.2ポイント上回っています。いずれの年代も「知らない」は１割前後に留まっ

ていますが、「知らないが食べたことはあるかもしれない」は２割程度存在しており、今後も郷

土料理、伝統料理の認知度を高める各種取り組みが重要です。 

○今後、郷土料理や伝統料理など地域や家庭で伝えるために必要なことについては、男性は「家

庭で伝える機会をもつこと」が一番で次に「地域で伝える機会があること」が必要と考えてい

ます。女性は「家庭で伝える機会をもつこと」が一番で次に「学校で伝える機会があること」

が必要と考えており、家庭、学校、地域が協働で食文化を次世代につなげる取り組みを積極的

に行うことが重要です。 

○認知している石巻地域の郷土料理や伝統料理については、「ずんだもち」、「おくずかけ」、「ほ

や料理」が７割以上であり、男性は「ほや料理」、「クジラ料理」が女性を上回り、女性は特に

「おくずかけ」、「はっと汁」が 10 ポイント以上男性を上回っています。50～60 代は「おくず

かけ」、「すり身汁」、「どんこ汁」が７～８割台となっています。一方、20代は「ずんだもち」、

「クジラ料理」は他の年代に比べ多いものの、「どんこ汁」や「はっと汁」は５割台に留まって

います。 

●産地や生産者（石巻産・宮城県産等の地元食材）を意識した食品の選択については、「時々選ん

でいる」が 54.9％と最も多く、「いつも選んでいる」（14.8％）と合わせた“選んでいる”は

69.7％となっています。女性は“選んでいる”が 75.8％と男性（60.7％）を 15.1 ポイント上

回っています。年代が上がるに従って“選んでいる”は多く、40～50代は７割台、60代は８割

台となっていますが、20代は４割台に留まっています。また、食育への関心がある人は“選ん

でいる”が 76.7％と関心がない人（45.6％）に比べ 31.1ポイント上回っています。 

○よく食べる食材（石巻産・宮城県産）については、「野菜類」が７割以上、「米」、「笹かま・ち

くわ等魚類加工品」が６割台であり、男性は「肉類（宮城産豚肉・牛肉・鶏肉等）」、「鯨・鯨加

工品」、「大豆・大豆製品（豆腐・納豆）」が女性を上回っており、女性は特に「笹かま・ちくわ

等魚類加工品」、「野菜類」、「海藻類」が 10ポイント以上男性を上回っています。 

○石巻産の農産物・水産物等の入手先（販売店等）の認知状況については、「知っている」が 75.7％

であり、特に 60歳～64歳は 83.1％が「知っている」と回答しています。 

○地域の食材や郷土料理、伝統料理を知る機会を充実し、子どもたちや若者が生まれ育った地域

を知り、愛着を持って地産地消に取り組める環境作りも重要です。 
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＜食を取り巻く環境について＞ 

○環境に配慮した食品（農産物・水産物等）の選択については、「時々選んでいる」が 51.6％と

最も多く、「いつも選んでいる」（11.5％）と合わせた“選んでいる”は 63.1％となっています。

また、女性は“選んでいる”が 66.2％と男性（58.5％）を 7.7 ポイント上回っています。年代

が上がるに従って“選んでいる”は多くなり、60 歳～64 歳では 77.4％となっている一方、20

歳～29 歳では 43.4％に留まっています。食育への関心がある人は“選んでいる”が 72.0％と

関心がない人（31.6％）に比べ 40.4 ポイント上回っています。 

○選んでいる環境に配慮した食品（農産物・水産物等）の種類については、女性はほとんどの項

目で男性を上回り、特に「過剰包装でないもの」（30.2％）が 10.3 ポイント上回っています。

20 歳～39 歳は「消費期限が近いなど廃棄される可能性が高いもの」が４割以上と他の年代に

比べ多く、50 歳～64 歳は「地元や近隣地域で生産加工されたもの」が８割以上と多くなって

おり、性別や年代によって選ぶポイントが異なる結果となっています。 
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２ 小中学生食育アンケート調査のまとめ 

＜食生活について＞ 

○食事の時間が楽しいかについては、「楽しい」と「とても楽しい」を合わせた“楽しい”は小学

５年生が 58.1％、中学２年生が 59.4％とほぼ同じ割合です。朝食や夕食をひとりで食べる人

より家族で食べる人の方が“楽しい”と回答した人が多く、家族に対し共食の大切さを伝えて

いくことが重要です。 

●朝食の摂取状況については、「ほとんど毎日食べる」は小学５年生が 84.6％、中学２年生が

76.1％となっており、中学２年生は 24.0％が朝食を抜くことがあると回答しています。前回調

査と比較すると小学５年生、中学２年生ともに「ほとんど毎日食べる」は６～７ポイント減少

し、「ほとんど食べない」がやや増加しています。また、朝食をひとりで食べる人は誰かといっ

しょに食べる人より朝食を抜くことがある割合が高くなっています。さらに、就寝時間が遅い

人も朝食を抜くことがある割合が高くなっています。 

○朝食を食べない理由については、小学５年生は「時間がない」が 33.3％と最も多く、次いで「食

欲がない」（27.1％）となっています。一方、中学２年生は「食欲がない」が 51.0％と最も多

く、小学５年生より 23.9 ポイント上回っています。前回調査と比較すると小学５年生は「時

間がない」が 3.9 ポイント、「食べる習慣がない」が 7.9 ポイント増加しています。中学２年

生は「時間がない」が 8.3 ポイント減少しています。中学生になると、食欲が出なくなる背景

として、就寝時間が遅くなることや活動量の増加、ストレスの増加など、生活習慣の乱れの影

響が考えられることから、今後は生活リズムを整える「早寝・早起き・朝ごはん」運動の取り

組み強化が重要です。 

○朝食で食べているものについては、小学５年生、中学２年生ともに「主食」が９割半ばと最も

多く、「汁物や飲み物」（小５：72.8％、中２：73.9％）、「主菜」（小５：63.9％、中２：63.2％）

と続いています。前回調査と比較すると小学５年生、中学２年生ともに「汁物や飲み物」が６

～８ポイント減少し、主食偏重の懸念があります。 

●朝食をいっしょに食べる人については、小学５年生は「家族で食べる」が 38.4％と最も多く、

中学２年生より 10.2 ポイント上回っていますが、「兄弟姉妹と食べる」（33.4％）、「ひとりで

食べる」（27.8％）の子どもたちだけで食べている人も 61.2％となっています。中学２年生は

「ひとりで食べる」が 46.1％と最も多く、小学５年生より 18.3 ポイント上回り、子どもたち

だけで食べている人は 71.0％となっています。前回調査と比較すると「ひとりで食べる」は小

学５年生が 2.4ポイント、中学２年生が 1.4 ポイント増加し、子どもたちだけでなく、大人も

正しい生活習慣を意識し、家族でいっしょに食事をすることの大切さを重視できるよう伝えて

いく必要があります。 

○夕食をいっしょに食べる人については、小学５年生、中学２年生ともに「家族で食べる」が８

割半ばと最も多く、「ひとりで食べる」は１割未満に留まっていますが、前回調査と比較する

と、小学５年生、中学２年生ともに子どもたちだけで食べる人が微増しています。また、夕食

を食べる時間は、小学５年生、中学２年生ともに「午後６時から午後７時の間」が約半数と最

も多くなっていますが、前回調査と比較すると８時以降が微増しています。  
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＜就寝時間について＞ 

○平日（ふだんの授業のある日）の就寝時間については、小学５年生は「午後１０時ごろ」が 42.5％

と最も多く、以下「午後９時ごろ」（36.2％）、「午後１１時ごろ」（10.6％）となっています。

中学２年生は「午後１１時ごろ」が 37.3％と最も多く、以下「午後１０時ごろ」（23.2％）、「午

前０時ごろ」（22.7％）と、就寝時間は中学２年生の方が遅くなっています。前回調査と比較す

ると小学５年生は「午後１１時ごろ」が 2.6 ポイント、「午前０時ごろ」が 2.5ポイント増加、

中学２年生は「午前０時ごろ」が 2.7 ポイント、「午前１時ごろ」が 3.7 ポイント増加と、小

学５年生、中学２年生ともに生活時間の夜型が伺え、睡眠時間の減少により成長の遅れや集中

力の低下、学力の低下への影響が懸念されます。 

 

 

＜食事について＞ 

○甘い飲み物の摂取状況については、小学５年生、中学２年生ともに「週３～４回飲む」（小５：

32.5％、中２：29.2％）が最も多く、「毎日飲む」は中学２年生が 28.5％と小学５年生（23.9％）

より 4.6ポイント上回っています。前回調査と比較すると小学５年生、中学２年生ともに「毎

日飲む」は約８ポイント減少していますが、甘い飲み物の常飲を控えるよう、今後も家庭や学

校などによる節度ある摂取の啓発が重要です。 

○インスタント食品やファストフードの摂取状況については、小学５年生、中学２年生ともに「週

２～５回食べる」が最も多く、中学２年生は小学５年生より 14.3 ポイント上回っています。

毎日１回以上食べる人は小学５年生、中学２年生ともに１割前後と前回調査とほぼ同じ割合と

なっています。 

 

 

＜今後の方向性＞ 

○市民の調査結果からは、食育への関心度が高い人ほど、良い食生活や食習慣を実践している人

が多いことが分かっています。子どもは、大人が正しい食習慣を教えることによって見習って

育ちます。子どもの頃から食べものや食習慣を大切に思えるよう、引き続き、家庭や学校、地

域、職場、生産団体、飲食店、各種関係団体、民間企業等における幅広い食育の推進が重要で

す。 

○また、これまでの食育の推進活動に加え、若い世代の生活に根付いた小売店等との協働により、

栄養成分表示や減塩食品のＰＲなど、日常生活の延長線で目につきやすい情報発信にも取り組

む必要があります。加えて、年代や性別に関わらず、誰もが楽しく参加できる地域の活動やイ

ベント等の場を通じた活動も、伝統食に触れる機会や地産地消、食品ロスの削減の実践など、

食の重要性のＰＲに欠かせない存在となっており、新型コロナウイルス感染拡大前のような活

動の再開も必要です。 
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２ 小中学生調査 
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